
　こども育成支援センターでは、お子さんの実態に応じて、保育士による小集団指導
や児童指導員による個別指導に合わせて作業療法士・言語聴覚士による指導を実施し
ています。
　言葉が幼く要求などを言葉にして伝えることが難しかったお子さんが、ままごと遊
びなどを通して、「ちょうだい」「どうぞ」のやりとりを繰り返し経験することで、
少しずつ言葉で伝えられるようになりました。
　他にも、身体の動きがぎこちないお子さんが、トランポリンやすべり台、平均台な
どを通して体幹を鍛え運動能力を向上することができました。
　このように、一人一人に目標を設定し、スモールステップで指導を行っています。
発達や成長に気になることがありましたら、ぜひセンターにご相談ください。

こどもの成長に寄り添う

こども育成支援センター
　笠間市こども育成支援センターが開設して１年が経ちました。日々、成長や発達が気になるお子さんとその
保護者を支援しています。改めてセンターを紹介し、１年間の成果をお伝えします。

　保健・福祉・教育の人材と機能を集約し、０歳から18歳までの成長や発達が気になるお子さんに対して、ライフス
テージに応じた、きめ細かい“切れ目のない支援”を行う地域の中核的な総合支援機関です。

こども育成支援センターとは

取り組み

　お子さんの成長をサポートする取り組みを行っています。昨年度は、約10,000件の相談・支援等を行いました。

●成長や発達が気になるお子さんに対する総合相談
電話や来所による相談に対して、さまざまな分野の専門家と連携し、相談から支援へとつなげています。
　　●児童発達支援事業所「まろん」
通所受給者証をお持ちのお子さんに対して、児童発達支援や保育所等訪問支援のサービスを行っています。
　　●親子フォローアップ教室
成長や発達が気になる小学校就学前のお子さんに対して、小集団指導（つくしんぼ教室）、または個別指導（さくら
んぼ教室）を行っています。
　　●教育支援室「ここから」
学校生活への不安解消、引きこもり等の予防や、社会自立を目的とし、学習支援、集団体験活動を行っています。
　　●幼児施設、小・中・義務教育学校、高等学校巡回相談
幼児施設、小・中・義務教育学校を定期的に巡回訪問し、助言を行っています。市内の高等学校は、要請に応じ
て実施しています。
　　●スクールソーシャルワーカー・特別支援教育指導専門員に
よる支援
お子さんの学校や日常生活で直面する困りごとに対して、家族や学
校に働きかけ、問題解決の支援を行っています。
　　●基幹相談支援センター
子どもを含めた障がい児者の総合的な相談を行っています。
　　●その他
必要に応じた発達検査／保護者を対象にしたペアレントトレー
ニング／支援者の知識と技能向上のための講演会・研修会

サポートする私たちが心がけていること、実践していること。

●ワンストップの相談窓口
困った時、相談したい時、相談場所に悩むことなく、センターに
相談してもらうことで一緒に解決の糸口を見つけたいと思ってい
ます。センターだけで解決できないことは、外部機関と連携を
図っています。
●専門家の協働
センターでは、多くの専門家がそれぞれの業務を担い、協働する
ことで、スピード感を持ってさまざまケースに適切に対応してい
ます。
●切れ目のない支援が可能
就園・就学・中学校・高等学校への進学という大きなステップで、切れ目なく支援できるように、大切な情報をつ
なぐお手伝いをしています。
●高い専門性
支援の質をさらに向上させるために、ケース会議を実施しています。困難なケースは、大学の先生にアドバイスを
もらいながら対応しています。また、研修会を積極的に企画開催することで、研さんを積み専門性の向上に努めて
います。

各分野の専門家が力を合わせて
お子さんを支援します

公認心理師・臨床心理士・臨床発達心理士・保健師・保育士・社会福祉士・
教員・特別支援教育指導専門員・スクールソーシャルワーカーなど

成長や発達が気になるお子さんで

お悩みの方は、まず当センターに

お電話ください。

相談専門ダイヤル　TEL.0296-73-4711

各分野の専門家によるケース会議

総合支援コーディネーター 内田　幸枝
うちだ

児童発達支援管理責任者

青木　一志
あおき かずし

ゆきえ

気軽に相談してください

●問 こども育成支援センター（笠間市美原三丁目２番11号）　TEL.0296-73-4721

気軽にお電話を
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